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はじめに……経済学教育の現状と本稿の課題
日本における経済学教育の現状についての整理を試みるためには、「経済
(1) (学)教育学会」の歩みをふりかえることがまず必要である。
経済学の分野では、 1970年代後半、大学教育の大衆化や学生運動の退i拐に関
連して、大学生の様変わり(理論・歴史ばなれ、専門書ばなれ、マル経ばなれ)と大
学教育のむつかしさが教員の聞で広く意識されはじめた。その背景のーっとし
て、国立大学の共通一次試験制度が導入され、予備校などの入試偏差値を物差
しとした進路指導のもとに、私立大学を含む入学試験の大学別・学部別の輪切
り傾向が強まったことをあげることができょう。こうした状況から、 1981年に
第1回「経済学教育をめぐる全国研究・討論集会」が開かれ、 1985年には大学
や高校で経済学教育に携わる人々により「経済(学)教育学会」が設立された。
この学会では、「経済(学)教育の目的、内容、方法、制度などを研究する」と
いう趣旨から、経済系学部の実践事例を中心に、①カリキュラム、②教科書、
③導入教育、④基礎理論教育、⑤専門教育、@情報処理教育、⑦高校の経済教
育、@授業づくり、について議論が続けられてきた。
議論の大きな流れは「カリキュラム改革から授業改革へ」という言葉で要約
(2) 
できょうが、主要な論点のみを私なりに整理すると次のようになる。
「カリキュラムJについては、福島大学経済学部、立命館大学経済学部、金
沢大学経済学部、龍谷大学経営学部などのカリキュラム改革が報告され、繰り
返し議論されている。
「教科書」については、「そもそも教科書は必要なのか?Jという議論から
出発しながら、集団的著作としての「経済学入門』のテキストが何冊もつくら
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れてきた。「経済学教育の成果は、その実践経験をふまえたものとして、教科
書に結晶化する」のであるから、このことは高く評価されるべきだろう。
「導入教育」については、(その意味をクラス制の「小人数教育」の形をとった入
門授業とした上で)、導入教育の良否が大学教育成立のカギをにぎる重要なもの
として、各大学で積極的な取り組みが展開されている。
「基礎理論教育」については、「経済原論」の担当者の悩みがとくに深いよ
うである。マルクス経済学のみならず、近代経済学においても、理論ばなれ、
数学ばなれが嘆かれている O 学生の関心が理論や歴史から政策科学や時事問題
に移っている中、何をどのように教えるのか、学生が求める現象記述的な現代
経済論を社会科学の理論としてどう深めるか、経済(問題)の教育と経済理論の
教育(経済学教育)とをどう結合させるか、経済(問題発見・解決・体験)学習の系
と経済学(理論の体系的)学習の系とをどのように組み合わせるか、などが議論
されている。
「専門教育」については、教育目標が一般教養人の養成か専門的職業人の養
成か、が議論されてきた。しかし、日本はアメリカのように経済学部を卒業し
たことが資格として認められる社会ではないし、日本の大学卒業生はたいてい
の場合、サラリーマンになることから、学士レベルでは「リベラル・アーツ」
として経済学を学ぶと割り切った方がよいという意見が多数派である。
また、「経済系学部以外で、の経済学教育」については、「教養課程の経済学」
が4年間にたった一度の経済学を学ぶ機会で、あるので、現実の経済現象の理解
を中心とした講義がされている (f社会常識の一部としての経済学教育J)。
「高校の経済教育」については、「現代社会」や「政治・経済」における経
済教育の現状と問題点について議論されるとともに、「高校の授業づくり」と
して、論争点をテーマにデイベート方式を導入した授業、クイズを解きながら
考えていく授業、シュミレ}シヨン・ストー 1)ーの試みなど、ユニークな実践
が報告されている。
また、「大学の授業づくり」においても、経済学を演劇にして演じながら学
習するとしづ経験(静岡大学)、ゼミ論をビデオで作成するという経験(京都府立
大学)など、ユニークな実践が報告がされている。
このように20余年、経済(学)教育学会で、報告された多様な授業実践の中から、
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高校の先行的な経験をふくめ、大学における経済学の授業づくりを主題にまと
められたのが、経済(学)教育学会編『大学の授業をつくる一一発想と技法』
(3 ) 
(青木書底、 1998年)である O この書物は日本における経済学教育の現状と到達
点を総括しており、「経済(学)教育論」の可能性を示している、と言っても過
(4 ) 
言ではないだろう o
次に、本稿の課題について述べておこう O
本稿の課題は、上述の経済学教育の現状をふまえ、「経済系学部以外での経
済学教育」の実践のーっとして、私が担当している「経済学概論IIjの実践を
報告することである。講義「経済学概論IIjにおいて、私は、以下の3つのこ
とを試みている O
(5 ) 試みの第一は、「ビデオを活用したわかりやすい講義」である。
講義で使用したピデオは、「呂本100年 現代日本の歩み戦後・昭和・平成
一経済j (企画朝日新開社・ NHKソフトウェア)およびNHKの戦後50年特集番組
である「その時日本は」シリーズの第8囲「列島改造」と最終匝「プラザ合
意」である。
講義「経済学概論IIjにおける試みの第二は、「質問・感想用紙を活用した
双方向型のわかりやすい講義」で、ある (6)
毎回の講義は、次のような一定のパターンで進めている。
(1)前回の講義について、学生から出された代表的な感想を紹介し主要な
質問に答える。
(2)今日の講義のテーマについて、前振り的な簡単な説明をする。
(3)ビデオを見せる。
(4)教科書、新聞記事などの配布資料を素材に、今日の講義のテーマのポ
イントについて、より詳しい説明を加える。
(5)今日の講義の感想、や質問などを、学生に配布したB6用紙に書かせ、
提出させる。
このように、学生から集めた質問・感想用紙を活用して、次回の講義の冒頭
に学生の感想、を紹介し質問に答えるという、双方向型のわかりやすい講義の試
みである。
講義「経済学概論IIjにおける試みの第三は、「小・中・高校の社会科教育
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(7) で抜け落ちがちな戦後日本経済史のわかりやすい講義」である。
高校の「日本史」の授業では教わることが少ない戦後史を、また「政治・経
済」の授業では政治に比べて教わることが少ない経済をミックスした、「戦後
日本経済史」をとりあげている。テキストは使用せず、参考資料として高校の
「日本史J r政治・経済」の教科書の該当部分をコピーして配布した。さらに、
「日本史J r政治・経済」の「用語集」の該当部分をコピーして配布した。
つまり、この講義の3つの試みとは、「ビデオを活用したわかりやすい講義」
「質問・感想用紙を活用した双方向型のわかりやすい講義J r小・中・高校の
社会科教育で抜け落ちがちな戦後日本経済史のわかりやすい講義」をめざす、
というものである。
講義「経済学概論IJの概要についても、簡単に説明しておきたい。
講義「経済学概論IJは、京都橘女子大学文化政策学部の選択必修科目であ
るが、文学部の学生も受講できる。講義の配当国生は2-4田生である。この
講義は、教職免許の高校・公民、中学・社会の必修科目となっている。シラパ
スには、講義のテーマは「戦後日本経済の歩みを学ぶ」とした上で、「戦後の
日本経済の歩みについて、ビデオを素材にイメージ、豊かに学習する」と説明を
加えておいた。講義のプログラムは以下のとおりである。
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第 1国特需景気
第 2回 もはや戦後ではない
第3閏
第4回
第 5回
第6回
第7回
第8回
第9囲
第10田
第11囲
第四回
第13回
金の卵
エネルギー草命
所得倍増計画
公害
列島改造
ドルショックと石油ショック
日米経済摩擦
バブル経済
プラザ合意
分割民営
外国人労働者
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なお、受講生(登録数)は2002年度は 170人、 2003年度は 209人、 2004年度は
144人となっている。
注
(1) 以下の論述は、経済(学)教育学会編『大学の授業をつくる一一発想と技法』、
青木書応、 1998年、を参考にした。
(2 ) 以下の論述は、経済(学)教育学会「経済学教育』第1号一第22号を参考にした。
( 3 ) r大学の授業をつくる』の構成は次のようになってる。
序 いま、なぜ、経済学の授業づくりか
I 時代が求める大学の授業づくり・…・・(5報告)
E 高校・大学の導入授業の展開...・H ・.，(7報告)
E 講義形式の授業の悩みと工夫・ H ・H ・.，(6報告)
W 学生とつくるゼミナー ル…...・H ・.…(4報告)
(4) i大学における経済学教育をはじめ、経済学分野における教育向題がそれ自身
固有の科学的検討の対象となるべきでJ (r経済学研究』第1号、 28ペー ジ)、「こ
れらの問題(何を如何に教えるかという、内容と方法の問題)を深く追及すること
によって、経済学教育は一つの学問としての位置を占めることは可能である」
(r経済学研究』第11号、 5ページ)
(5 ) ビデオ講義について、瀬戸岡紘氏は次のように述べておられる。
「ビデオの使用は、下手な講義よりも視覚にうったえることで強力な問題意識の
啓発になるという意味ではたいへん有効である。しかし、反面、あまりこれに依
拠することは、学生にとって講義を次第に息ぬきの場に転落させてしまう危険性
もはらんでいるので、注意を要するJ (前掲「大学の授業をつくるJ189ページ)
(6 ) 経済学講義の留意点として、佐中忠司氏は次のように述べておられる。
「授業内容の明確な位置づけについての説明、できるだけ学生諸君の問題関心や
疑問、意識の状況に対応した授業内容の構成や話題性の設定に対する配慮などは、
かなり実現可能である。毎回授業のたびに、学生に簡単な疑問や感想、を書かせ、
それにできるだけ応えるだけでも相当の効果が期待されるJ (向上書 47ページ)
(7 ) 経済学講義の留意点として、佐中忠司氏は次のように述べておられる。
「学生の問題意識、関心をいかに汲み上げ、それに対して意識的に働きかけるか。
学生諸君の比較的関心の近い社会経済的事象や既習得科目(たとえば日本史)の内
容に引き寄せて、兵体性や関連性を意識した経済学的な視点や解釈を心がけた授
業は、経験的にもかなり有効でおるJ (河上書 47ページ)
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1 講義「経済学概論lIj の概要
ここでは、学生にビデオを見せる前の簡単な説明として板書している、今日
の講義のテーマとキーワードを紹介することにより、講義「経済学概論IIjの
概要を述べておきたし、。
第1囲特需景気
(テーマ)戦後日本の経済は、敗戦の痛手から立ち直れず、非常に苦しい状態
にあった。しかし、米ソ対立の世界構造の中で朝鮮戦争が勃発する。この
戦争による特需が「糸へんj ，-金へん」景気となって日本経済を潤し、我
が国の重工業が復活した。
(キーワード)ヤミ市、たけのこ生活、 GHQ、新円切り替え、傾斜生産方式、
財閥解体、 ドッジプラン、レッドパージ、朝鮮戦争勃発、特需景気
第2回 もはや戦後ではない
(テー マ)1956(昭和31)年、『経済白書』は「もはや戦後で、はない」と調い上げ
た。産業構造の変化、日本の国際化など、復興から繁栄に向かつて走り始
めた日本の姿と、“三種の神器"と呼ばれた電化製品のブームや団地の誕
生、さらに太陽族の登場など、日本人の生活スタイルの変遷を学ぶ。
(キーワード)特需景気の後退、神武景気、造船王国、ガット加盟、“三種の神
器"、太陽族、マナスル登頂、南極観測、日ソ国交回復、国連加盟
第3回金の卵
(テーマ)高度成長時代、深刻な入手不足に悩む企業は、賃金の低い中卒の若
者を「金の卵」と呼んでもてはやした。これによって農村から都会へ集団
就職する若者が激増したが、彼等は都会での新しい生活の中で、多くの不
安や苦悩を抱えていた。「金の卵」と呼ばれた若者たちを通して、高度成
長時代を学ぶ。
(キーワード)求人難、集団就職列車、大企業と中小企業の格差、若い根っこ
の会、都会の青年と地方出身の青年、農村と都会、「金の卵」たちの不安
や苦't曲
第4回 エネルギー革命
(テーマ)戦後不況に直面し、低迷を続ける石炭産業。石炭に依存していたエ
ネルギー源は、原油の増産により安価になった石油へと急激に変わり、軽
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工業から重工業への転換により、日本経済は急激に発展していく O 激増す
る電力需要に対応するため、各地でさまざまな発電所が建設されていった。
(キーワード)石炭不足・電力不足、傾斜生産方式、炭鉱国家管理問題、日本
発送電解体と九電力体制、石炭から石油へのエネルギ一転換、火力発電所
建設、佐久間ダム・黒部第四ダムなど巨大ダム建設、原子力発電、三井三
池争議
第5回所得倍増計画
(テー マ)1960 (昭和35)年、日米安全保障条約の改定後、池田勇人首相が「所
得倍増計岡」を掲げて登場した。この政策によって、人々の関心は政治か
ら経済へ移ることになる。高度経済成長は '10年以内に GNPを2倍に」
の目標を軽く達成。しかし、その一方でいわゆる「成長のひずみ」が見え
穏れしていた。
(キー ワー ド)60年安保闘争、池田内閣、「国民所得倍増計画」、設備投資、自
動車工業の隆盛、社会資本の充実、 OECD加盟、 IMF8条国移行、先進国
への仲間入札団地・マンションの建設、中流意識の一般化、農村の人口
流出と過疎化、「三ちゃん農業」、「機械化貧乏」、都市の過密化、住宅問題、
通勤地獄、交通渋滞、ごみ問題、物価高騰、公害
第6回公害
(テーマ)産業の重化学工業への転換と、利潤の追求を第ーとした経済の高度
成長は、これまでにない公害問題を引き起こした。政府の対策は、常に後
手に回る。繁栄の陰で病んでいく工業化社会。水俣で、四日市で、全国各
地で、生命と健康をむしばまれた怒りと公害阻止への住民運動が盛り上が
っていく。
(キー ワー ド)，公害列島・日本」、水俣病、チッソ、有機水銀、新潟・水俣病、
カドミウム汚染とイタイイタイ病、大気汚染と四日市ぜんそく、田子の浦
・ヘドロ事件、四大公害裁判、公害対策基本法、環境庁、自動車公害-
NOx、騒音公害・大阪空港、新幹線騒音・名古屋、「公害国会」、地域開
発と住民運動
第7回列島改造
(テーマ)建設業者から代議士へ、そして総理大臣へと登りつめた田中角栄は、
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当時、「庶民宰相J r今太閤」と呼ばれた。その田中角栄の生涯の政治目標
は、全国を新幹線網で結ぶ「日本列島改造計画」で、あった。しかし、その
超高度成長路線は石油ショックによってとどめを刺され、田中角栄は金脈
批判で退陣、ロッキード事件で逮捕された。
(キーワード)越山会、公共事業、道路特定財源、新幹線建設、「日本列島改造
計画」、土地投機、狂乱物価、ロッキード事件、土建国家論
第8回 ドルショックと石油ショック
(テーマ)1970年代初頭の変動相場制、米中・日中国交回復に始まる、世界情
勢の劇的な変化。ニクソン大統領のドル防衛策発表とそれに続く円の大幅
切上げ、そして第4次中東戦争による石油ショックによっておこった日本
国内の狂乱物価。高度成長時代から安定成長時代への移行を学ぶ。
(キーワード)ベトナム戦争、ニクソン 佐藤会談、日米繊維交渉、ニクソン
ショック、 ドルショック、変動相場制、スミソニアン協定、第4次中東戦
争、石油ショック、狂乱物価、「買い占め」、省エネ、石油備蓄
第9回 日米経済摩擦
(テーマ)長い間続いた日米の良好な関係は、冷戦構造の崩壊とともに大きく
変化した。アメリカの債務国への転落と日本経済の膨脹によって、日米経
済摩擦は表面化する。「スーパー301条」を盾に、アメリカは日本市場の解
放を外圧によって実現しようとして、「ジャパン・パッシング」に・
厳しさを増す日米交渉を学ぶ。
(キーワード)臼米繊維交渉、輸出自主規制、ダンピング、現地生産、「双子の
赤字J (貿易と財政の赤字)、プラザ合意、牛肉・オレンジ「日米10年戦争」、
半導体摩擦、「外圧」、「スーパー301条」、「ウルグアイ・ラウンド」とコメ
市場解放、貿易不均衡とジャパン・パッシング、日米構造協議、日米包括
経済協議
第10回バブル経済
(テ}マ)プラザ合意以降の日銀の低金利政策は、地価や株の相場を押し上げ、
金余り世相は「バブル」という実体のない現象を生んだ。バブル経済に浮
かれた日本で、徐々に放漫化していく企業経営、そして、バブル崩壊後の
重い代償。日本経済をズタズタにした、「パフツレ」の時代を学ぶ。
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(キーワード)プラザ合意、円高不況、超低金利時代、株価・地価の高騰、「一
億総財テクブーム」、リゾート開発、絵画担保ロ}ン、ジャパンマネーの
海外進出、バブル崩壊、財テク倒産、自己破産
第11回プラザ、合意
(テーマ)1985年9月のG5において、戦後の世界経済を支えてきた、アメリ
カのドルを安くするという歴史的合意がなされた。当時、「双子の赤字」
に悩むアメリカと日本の貿易不均衡は、戦後最大となっていた。プラザ合
意は日本に天井知らずの円高をもたらし、結果的に臣額の不良債権を残す
バブル経済を招くことになった。
(キー ワー ド)r双子の赤字」、 G5 (先進5カ図蔵相・中央銀行総裁会議)、プラザ
合意、呂米貿易摩擦、「円高・ドル安」政策、市場介入、政策協調、円高
不況、公定歩合引下げ、バブル経済、パフツレ崩壊
第12回分割民営
(テー マ)1981 (昭和56)年、第2次臨時行政調査会が出した、 3公社の分割・
民営化案。赤字経営打開の道を分割・民営化に求めた国鉄UR)と、自由競
争を求められ誕生した NTT、JT。巨大官営産業の終わりと分割・民営化
に至る過程を学ぶ。
(キーワード)モータリーゼーション、第2次臨時行政調査会、 3公社改革案、
「国鉄経営改善計蘭」、赤字ローカル線の廃止、国鉄再建監理委員会、
NTT、JT、人材活用センター、国労(国鉄労働組合)、 ]Rグループ
第13囲外国人労働者
(テーマ)バブル経済によって巨大化する日本企業。企業の労働者不足とジャ
パンマネーの魅力は、日本への外国人労働者の大量流入を招いた。 r3 K 
職場」への集中、「不法滞在」、そして人権問題。日本の国際化はさまざま
な課題を突きつけた。
(キー ワー ド)労働者不足、 r3K職場J (キツイ、キタナイ、キケン)、出入国管
理法、「不法就労」、「不法滞在J、外国人研修生、日系人問題
2 rビデオを活用したわかりやすい講義」に対する意見・感想
視覚に訴えるビデオを活用した講義は、学生にはインパクトが強くてわかり
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やすい講義になりうる。ただ、漫然とピデオを見せるのではなく、事前に今日
のテーマとキーワードとを板書して簡単な説明を加える。そして、ビデオ終了
後には、配布資料に基づく詳しい説明を加えるという方法を採用すれば、学生
の講義に対する理解度がかなり高まることは、以下の講義アンケートを見てい
ただければ明らかであろう o
. ，-やはりビデオはリアリティがあって印象に残るし、わかりやすかった。戦
後と言っても経済は目まぐるしく動いているので、ふだんから動向を見るこ
とが大切だと思った」
. ，-今まで、は教科書中心の授業だったので、ビデオを活用した授業はとてもわ
かりやすかったで、す。いろいろ興味をもつことができました」
. ，-難しい経済の仕組みをピデオを通して学ぶことで、日本経済の移り変わり
を理解することができ、とてもためになった。自分でも経済にはうといなと
いう自覚があったので、この授業をとって本当によかった」
・「ビデオ講義だったので、背景や当時の状況が理解しやすかった。昔、習っ
た時にはよくわからなかったことが、成長した今だと“なるほど"と理由な
どが納得でき、新たに知識を得た気分だった」
・「ピデオを使った授業で、したが、内容もまとまっていましたし、何より映像
でその様子が日で見てとれたので、実感もわきやすく理解しやすかったで
す」
. ，-日本における様々な問題点や経済の仕組みなどが、ビデオを見ることで自
然に頭に入ってきたし、全体的にわかりやすい講義だったと思う」
. ，-経済学は難しいと思っていましたが、ビデオを見ることによって時代時代
の特徴をつかむことがで、きたと思う」
・「この講義を受けて、現代(戦後)の日本社会がよく理解できたと思う。ビデ
オを見ることも、その当時のことを理解しやすくしていたと思います」
・「私は根っからの TVっ子なので、ビデオで学べるというのが嬉しかったで、
す。やっぱり興味のない内容でも、ビデオとなると見ますし……」
・「自分が生まれる前の日本の状況など、知らない部分がたくさんあったが、
当時の映像を見ることができて勉強になった」
181 ( 104) 
経済学教育における 3つの試み
• r今まで、に一度は習ったことなのに、経済と聞くとどうしても敬遠してしま
いがちでした。何がなんだかわからないというのが、常に思っていた感想、で
す。しかし、この授業を受けて、初めて映像で見て、当時のE本がどのよう
に動いていたか、少しずつわかるようになりました」
・「難しいことも映像で見れたのでわかりやすく、今で知らなかった経済のい
ろいろな知識を得ることができてよかった」
・「映像を見ての説明だったので、その時代の経済だけでなく、文化t.s:ども含
めてわかることができ、内容的にも理解しやすかったです」
・「ピデオを活用した授業で、話しを聞きノートを取るだけで、はなかったので、
よりわかりやすかった」
・「ピデオを活用した講義形式はとてもよかったで、す。映像というのは記憶に
残りやすく、わかりやすいので。しかし、 1~2 囲は先生が黒板を活用する
授業も受けてみたかった」
・「ビデオ、説明、資料を駆使していたので、細かいところまで理解すること
ができた。用語集も大変役に立った。興味深い授業だったので、ビデオは毎
回楽しみだった」
・「経済について今まであまり興味がないと言うか、苦手意識が強かったが、
ビデオを用いて、わかりやすかったと思う」
・「とてもわかりやすかったと思います。ビデオを用いた講義を受けることに
より、関心をもち、理解を深めることができます」
・「戦後日本経済の流れがよくわかった。自分が生まれる前のことが多かった
が、ビデオを見ることにより、重要な出来事がよく理解できた。 1コマずつ
テーマがはっきりしていたのもよかったと思う J
・「戦後日本経済の流れがよくわかった。ビデオを積極的に活用することで、
詳しい事情にまで目を向けることができたのがよかった」
・「全体を通して、戦後の日本経済の流れがわかった。そこに隠されている問
題なども、ビデオを通して視覚的にとらえることができたので、わかりやす
くよかったと思う」
・「ビデオだったので、その時代その時代の悩みや苦しみが伝わってきてよか
ったで・す」
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• r水俣病、イタイイタイ病などの患者の映像を初めて見て、驚きました」
・「ビデオを見て、さらに先生の話をプラスして聞くことで、より授業の理解
を深めることができたと思います」
• rピデオを使っていたので、普通に授業をするよりもわかりやすくてよかっ
た。ビデオを見るだけでなく、その前に説明もあったので、ビデオの内容を
より深く理解できた」
・「経済に関してはほとんど知識のなかった私にとってはとても楽しかった。
経済はもっと難しいものだと思っていたが、ピデオや資料を使えば全然難し
くないと思った」
・「今日のテーマとキーワードを黒板に書いてくださっていたので、毎回の授
業の内容がわかりやすく、事前に伝わってきてよかったです」
• r黒板の板書がわかりやすかったので、内容を理解することもできたし、資
料も多くてわかりやすかったです」
• rテーマとキーワードを黒板に書いてもらえるので、ノートを見直しても流
れがすぐわかりよかったです」
• rこれまで先生の授業を受けてきたが、最初にテーマやキーワードを書くの
は初めてで、後から読みかえした時、わかりやすかった」
・「テーマとキ}ワード→ビデオ→説明というスタイルは、経済をあまり知ら
ない私でも、興味をもって授業を受けることができました」
・「文字で得ていた知識をさらに具体化することができた。やはり映像を見る
ことは、文字よりも頭に入りやすい。しかし、映像だけで文字による知識が
なければ、消化することなく忘れてしまうのだとも思った。プリントをたく
さん配ってくれて助かった」
• r現在の日本の状況と経済史を比較しながら説明してくれたのでわかりやす
かった。用語解説やビデオ内容も興味深くわかりやすいものだった」
3 r質問・感想用紙を活用した双方向型のわかりやすい講義」に対する意見・
感想
従来型講義の限界、つまり教員が教壇から学生に一方的に語りかける講義の
限界は、質問・感想用紙を活用した双方向型の講義を創り出すことによって、
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乗り越えることができる。たしかに毎回200枚近い質問・感想用紙に目を通す
ことは決して楽な作業ではないが、一面では学生のナマの声がわかる楽しい仕
事でもある。講義の内容をどこまで理解しているのか、どこでどのような誤解
をしているのかがわかる一方、どうしてこんなことがわからないのか、あれだ
け説明したのに……、やはり聞いていないのか、ということも時にはあった。
しかし、それにもめげることなく、専門用語などの質問には「用語集」の該当
部分をコピーして配布し、比較的街単な語匂の質問にもできるだけ答えるよう
にした。
そのような努力の結果、学生は講義への参加意識をもち、講義を熱心に開き
ピデオを一生懸命見るようになった。他の学生の感想を聞いて、「なるほどそ
ういう見方もあるのか」と視野を広める効果も生み出した。質問・感想を書く
ことは、講義の内容に対する理解を深める一方、自分の頭でものごとを考える
力をうみだし、わかりやすい文章表現ができるようになった。ここまで言えば、
「自画自賛」が過ぎるようにも思うが、少なくとも以下の講義アンケートを読
んでいただければ、その最初の一歩を踏み出すことができたようには思う O 質
問・感想用紙を活用した双方向型の講義をおすすめする理由がそこにある。
• I先生の話を開くだけの“受け身型"の授業と違って、毎回の授業に積極的
に参加している感じがある。そして、授業への意識が高くもてると思う」
・「自分の出した質問に答えてくれるというのはとてもためになるし、講義に
参加で、きている気分になれる」
・「聞きにくいことでも、質問・感想用紙を通して質問できるので、いいと思
います」
・「講義中に質問できなかったりした時に、次の講義で祷足してくれたりする
ので、私はよかったと思います」
・「これだけ大きな教室だとわからないことを聞きにくいのだが、質問・感想、
用紙を活用すればよいので、とてもよい試みだと思う」
• I聞きたくても聞けないこともあったが、質問・感想用紙に書くことで解決
された」
• I自分が質問しようと思っていて書けなかったことでも、他の人が質問して
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くれていることがあったりして、助かりました」
・「授業の初めに他の人の考えや感想が聞けて、改めて考えさせられたり、い
ろいろ感じることがあって、参考になりました」
・「直接は開きにくいことでも、質問・感想用紙に書くことで質問しやすかっ
た。また、感想を書くことにより、講義の内容をしっかり理解しようという
意識が強まった」
・「ビデオを見てすぐに感想、を書くと記憶に残りやすいと思うのでよかった」
・「質問に対して、即、解答がいただけ、意見にも答えてくださったので、と
てもよかったと思います。やはり大講義ともなると、すべてが取り入れられ、
反映されるとは限りませんから。先生がきっちりと読んで、くださっているこ
とがうかがえて嬉しいで、す」
・「先生が感想、にちゃんと目を通してくれているという事がわかって、安心で、
きました」
・「私が書いた感想を読んでくれているとわかると、ちょっと嬉しいです。質
問に答えてくださるのも嬉しいで、す」
・「丁寧に質問に答えてくれる姿勢はとても気持ちよく、授業をちゃんと受け
ようという気になります」
・「実際わからなかった部分を質問・感想用紙で質問し、次の講義で先生が答
えることは、他の人にも当人にも、その講義をよく理解できると思う O また、
先生に感想や質問が読まれると嬉しいものだから、その授業を一生懸命聞き、
し、ぃ感想、を書きたいとし、う感情に駆られると思います」
• r自分の書いた質問が読まれると嬉しかったし、質問に答えてくださってよ
り理解を深められた」
・「自分が質問したことに対し答えてくれると嬉しかったし、より深く理解で
きた」
・「自分の質問に答えてくれると嬉しかった。他人の感想が聞けるのもおもし
ろかった」
• r毎回、学生の質問を集めて、丁寧に対応してもらえたので、理解度がはか
れてよかったと思います」
・「講義に対する疑問を先生に開きやすく、次の講義には答えてもらえるので
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よし、」
・「感想、を読んだり質問に答えたりするのは、前回の講義の復習になってとて
もL、し、」
・「授業ではわからなかったことがわかるようになったし、前回の復習をして
いるようで理解が深まった」
. ，-他人の意見や考えを開くことができてよかったと思う o 地元での話などを
出している人もいて、興味深かった」
・「質問など、自分の気づ、かなかった疑問が他の人から問われていて、何度か
なるほどと思ったので、続けてほしいです」
・「感想を書くことで自分の理解度もよくわかるし、ょいと思います」
・「毎回の質問の応答は“ふーん"と思わされるものが多く、新しい知識を得
ることができたと思います」
・「毎回、感想、や質問を書くことで、自分で考えることができ、よかったと思
います」
・「感想を書くことで自分の意見がまとめられるし、自分がわからなかったと
ころは次の授業で答えてもらえるので、理解しやすかった」
・「わからないことを考える時点で理解が深まるし、返答があるからまたわか
りやすい」
・「授業でわからなかったことを質問・感想用紙に書いて提出するのは、質開
しやすくて嬉しい。みんなの感想、を聞けるのも楽しかった」
・「わからなかったところや専門用語を教えてくれたこともよかったが、他人
の意見を聞いたり、時には意見の交換になったこともよかったと思う。とて
も画期的で・あった」
・「みんなの質問や感想を開いていると、自分とはまったく違う視点で考えて
いる人がいて、自分自身の考えを見つめ直すことができてよかった」
・「みんながどう感じているのかがわかったので、刺激になり、よかったと思
う」
・「いろいろな人の意見を聞くことで、自分の視野を広げるきっかけとなり、
よかった」
・「他の人の意見や考え、体験したことなどが開けてよかった」
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• Iメモを取りながらピデオを見ていると、聞きのがしていることがあります。
用語だったりすると、質問に出ていたりして、先生が配布してくださる用語
集に載っていたりするのでとても助かりました。また、先生が読んでくださ
る感想を聞いて、“ああ、そうも思う(考えられる)"と思った時、自分の視野
が広くなったような気がして、勉強になりました」
・「ビデオを見ての感想・意見を書くことで、きちんとピデオを見るようにな
り、また出席しなければ書けないため、この試みは続けるべきだと思う」
・「経済のことって難しいし、わからないことが多いので、質問・感想、用紙を
活用できるのはいいと思う」
・「経済学というのは、いろいろな人の意見を聞く必要があると思ったので、
双方向型の授業はよかったと思う」
・「自分の考えをもてるとともに、授業中しゃべったりせずに真剣に取り組め
たと思う」
• I自分の聞きたかったことがよく応答されていてよかったと思う。反面、“そ
れ授業で、聞いたで、しょう?"という質問も多かった」
4 r戦後日本経済史のわかりやすい講義」に対する意見・感想
高校の「日本史」の授業では教わることが少ない戦後史を、また「政治・経
済」の授業では政治に比べて教わることが少ない経済をミックスして、講義
「経済学概論IJでは「戦後日本経済史」をとりあげた。小・中・高校の社会
科教育では、様々な事情から、十分には教えられていない「戦後日本経済史」
を、ビデオを活用してわかりやすい講義にするという試みは、学生からも一定
の評価を得たように思う。以下、学生の講義アンケートを紹介したい。
• I知っているようで詳しく知らないことが多く、現代史の勉強をした感覚で
す。戦後日本については、教科書の終りにあって、いつも時聞があまりない
時に習うため、流れだけで詳細がわからなかったので、今の経済問題の根っ
こが理解できていませんでした。この講義で詳細が知れてよかった」
・「戦後から現在に至るまで、日本の経済の歩みを・探く掘り下げた内容で、非
常によい勉強になった。今では定着している社会の仕組み、企業などが複雑
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な流れの中で構成されていったことを知って、世の中を改めて深く考えるよ
うになった」
. ，-中・高の社会科教育より大変充実していたように思う。とてもわかりやす
いが、内容は非常につまっているといった感じ」
. ，-中学や高校で、も経済について学んだけれど、完全には理解することはでき
なかった。この講義を通して、間違った理解をしていた部分を新たに学び、
日本経済の歴史や構造の理解が深まったと思う」
. ，-高校の勉強では、戦後は簡単にしか勉強しなかったので、高度成長が始ま
る経済の姿がよくわかってよかった」
・「高校までの授業で習わなかった、詳しいところまで知れて本当によかった
と思う」
・「小・中・高校では戦後の授業は 1時間程度しかなかったので、とてもよく
理解で、きた」
. ，-今まで戦後の昭和はあまり知らなかったし、昔のことだと思っていたけど、
この講義を通して、今につながる日本社会を理解できた」
. ，-初めて知ったことが多く、時代がどんどん進んで、人々の生活様式が変化
していく姿におもしろいと思った。改めて考えさせられることも多く、勉強
になってよかった」
. ，-今まで社会の授業で習ってきたはずのことが多かったのに、自分がどれだ
け理解していなかったのかがよくわかりました」
・「日本の経済の発展、衰退の時期がよくわかった。昔、小・中・高校で学ん
だことを思い出した。懐かしい用語も出てきて、復習のような感じになっ
た」
・「戦後の経済について、映像をもとにして詳しく説明されたので、歴史や政
治・経済の授業で、習っていた以上のことがわかったと思います」
・「経済というのは、今の社会を生きていく中で、知っておかねば損をすると
いうほど重要な分野であると思う。先生の話とビデオの内容とでは考え方の
視点が違ったりしてとてもためになった。一方的な思考の押しつけという講
義ではなく、『どうですか』と自由な回答を受け入れてくれるので嫌になら
ず、また新聞がよくわかるようになった」
、 、 、 ， ??????
?
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• r教科書レベルでは習わ冷かった歴史も、経済を知ると同時に学ぶことがで
きました。なかなか見られない映像も見れて、大変役に立ちました」
・「日本経済の移り変わる様子を 1回1田の講義で知ることができ、それを積
み重ねることにより、今まで知らなかった経済の一面を見れてよかったで
す」
・「今まで歴史を通した感じで経済を学ぶことがなかったので、とても新鮮で
よかったと思います。歴史学科なので、歴史の流れを再確認で、きました」
・「今まで経済について詳しく教えてもらったり、考えたりする機会がなかっ
たので、とても新鮮だった。政治・経済分野は苦手だが、少し克服できたと
思う」
・「全体の講義を通して、日本経済の変化や戦後日本の歴史について、今まで
より理解できるようになりました。知識も増えたので、受講してよかったと
思いました」
・「バブル経済やプラザ合意伝ど経済の常識を実は知らなかったので、この講
義で知ることができてよかった。現代の日本経済について興味をもてた」
・「自分の知らない戦後の日本経済を学べることができて、とても実になる授
業でした。パフツレ経済とアメリカが深く関わっていたなんて知りませんでし
た。いろんな事を知り学び、とても貴重な時間だったと思いますJ
・「現代の政治・経済は知っているようで知らないことが多かったので、勉強
できてよかったで、す」
・「今まで学校で学習しなかったテーマが多く、新しく知ることが多かった。
あまり経済は好きで、はなかったのだが、これからは興味をもってニュースな
どを見ょうと思う」
・「日本経済の今日までの歩みを学ぶことにより、今起こっている様々な問題
や事件に対する国民の価値観が、この頃につくられていることが改めて理解
できた」
・「今まで詳しく知ることのなかったことが多く、“ああ、そうだったのか"と
初めて知ることが多かった。今、私たちが抱えている問題は、過去から今ま
で引き継がれてきたものだということもわかった」
・「今までわからなかった戦後の歴史がよくわかったと思う。難しいところも
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多かったが、配布資料の用語解説などで、理解で、きた」
・「戦後の日本の歩みが、政府・国民・外国人と異なった立場の視点にたって
学べてよかった。でも、戦前の日本についてももう少し学びたかった。戦後
との比較のためにも」
・「経済のことがよくわかった。社会に出ていく上で、常識になることもある
と思う」
・「私は3回生で、就職活動を年明けから始めなければなりません。“就活"を
スタートさぜる前に日本の経済をもう一度理解することができ、自分のため
になる授業でした」
おわりに……「質問書方式による会話型教育」に学ぶ
経済学教育の実践例ではないが、とても参考になったのは、田中一著『さよ
なら古い講義…・・・質問書方式による会話型教育への招待.JJ(北海道大学図書刊行
会、 1999年)である。田中先生の提案を一言でいえば、「受講者が質問書を作成
して提出し、著者が質問書に回答しこれを評価する」というものである。
質問書には、その時間の講義の内容に関する質問とその質問の説明(自分が出
した質問の中身の説明や質問の背景など)を平均200字前後の長さで書かせる。書か
せるのはあくまでも「質問」であり、「感想、や意見」とは異なるところがミソ
である。
次に、提出された質問書から、回答を要する質問を選び出す。田中先生の場
合は、 200~250枚の質問書から50間程度を選び出しておられた。その基準は、
第一に有効性、第二に公平性、第三に学習性であるが、「なかなか鼎立し難
い」とも述べておられる。また、質問の回答内容自体に質問する結果、質問と
回答のラリーが続くことが重要である、とも述べておられる。
さらに、選んだ質問に回答を付け、翌週の講義の最初に全員に配布する。回
答書はA4 版の表裏に印刷して 2~3 枚、 7000~8000字程度である。田中先生
は、「この質問書と回答書が学生と著者とを結ぶコミュニケーションの場であ
る」と述べておられる。
そして、「成績と単位取得を質問書の評価によってのみ決めるJ のが、この
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方式の特徴である。提出された質問書をそのつど評価し、試験やテストは行わ
ない。また、評価の対象は質問のみであり、感想や意見は評価の対象にはしな
し、。
このような質問書方式による会話型教育の実践の結果、田中先生は「私語が
完全になくなったJ i学生の自主性、思考力、理解力が高まった」と述べてお
られる。
以上、簡潔に紹介した田中先生の講義方法からみれば、私の「質問・感想、用
紙を活用した双方向型講義」の試みは、まだまだ発展途上にあると言わざるを
えない。ただ、田中先生が i7時間程度はかかるJ と言われる質問書処理の所
要時間を、私の方式では感想、を読みあげ質問に口頭で回答するだけであるから
かなり短縮できるというメリットがある。
今後は以下の改善点を考えている。質問書で成績評価をするという田中方式
に学んで、質問・感想用紙で出席点を評価することである。毎回の質問・感想
用紙をA、B、C、Dの4段階で評価し、それぞれを3、2、1、0点に換算
し、出席点とする。出席点は40点とし、残りの60点はテストまたはレポートと
する。ただ、評価は質問だけに限定せず、講義内容の要約や意見・感想、・論評
も評価の対象にしたい。学生たちの講義の理解度を知るためには、それも有効
であろうと考えるからである。
補論1 第7回「列島改造」をめぐる学生とのラリー
第7回の講義「列島改造」をめぐって展開した、学生とのラリーを簡単に紹
介したい。
この回はいつものピデオ(r日本100年現代日本の歩み戦後・昭和・平成一一経
済J)とは違って、 NHKの戦後50年特集番組である「その時B本は」シリーズ
の第8囲「列島改造」のピデオを見せた。講義終了後に集めた質問・感想用紙
に書かれていた学生たちの感想に、私は驚いた。その代表的なものは次のよう
なものであり、数から言えば圧倒的で、あった。
「田中角栄については、ロッキード事件で逮捕されたことと田中真紀子のお
父さんということしか知らなかった。そのため悪いイメージしかなかったが、
全国に新幹娘を張りめぐらせるなど、良いこともしていたんだなあと思った」
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一つだけ紹介すれば、ある学生は次のような感想を書いている O
「田中角栄という名前はとても有名で、高校の歴史の現代史でも出てきたし、
田中真紀子さんのお父さんということも有名だったので、名前は知っていたけ
れど、実際この人がどんな事をしたり、どうしづ人だったのかという事は、は
っきり言うと全く何も知りませんでした。なので、今日のビデオを見て、土木
建築業から政治の世界に入ってきたことと、“道路は文化をもたらす"という
言葉が印象に強く残りました。また、ロッキード事件についても習ったとは思
うけれど、もうほとんど忘れていたので、今回の授業でもう一度思い出すこと
ができて良かったです」
また、ある新潟県出身の学生は、次のような感想を書いた。
「地元が新潟なので、田中角栄の列島改造はけっこう影響されていました。
田中角栄=ロッキ}ド事件という公式が主流な気がしますが、あのものすごい
田舎に新幹線が通ってくれたことによって便利になったのは事実です。ビデオ
を見ていて、田中角栄は福田赴夫というライバルがいたからこそ、総理に登り
つめることができたと思いました。そして、 1970年代という時代だからこそ掲
げることのできた政策だと思いました。今の政治家はこのような実行力のある
人はそうそういないと思いました」
ピデオの前後には簡単ではあるが説明とコメントを加えたし、ビデオも決し
て田中角栄を礼讃するものではなかったにもかかわらず、同じような感想が圧
倒的に多かった。
そこで私は、次回の講義の冒頭、田中角栄の問題点をついている少数の感想
を紹介した。
「列島改造によって環境・住宅・物価問題がすべて解決するなど、常識では
考えられない安易な発言を田中角栄が熱弁をふるっていることに怒りを覚えま
した。結果的にはそれらの問題は解決せず、白本は膨大な赤字を抱えていると
いう事実がありながら、現在でもあまり使われていない道路が全国に点在する
のを尻自に、公共事業費に莫大な税金をあてて、以前の国策に国執している日
本の未来に不安を感じる」
「問中角栄の新幹線を全国につくる案だが、少し理解しがたいことがあった。
まず環境問題を考えていなし、。そして、都市に人口が集中するのを促している
、 、 ， ?? ???????、 、 170 
と思う。もう一つ、どうして政治家の出身地を便利にしようとするのか。不公
平である。国民のために政治をしているのか、自分に票を入れる人のためだけ
なのか、疑問である」
「ガソリン税を道路の財源にあてるというのは、当時は道路を整備する良い
政策に思えたかもしれないが、今はムダな道路建設などで、問題になっている」
「田中角栄は今の政治の悪い面を確立し、それは地方自治体にまで根強く残
ってしまった。私の地元でも、土建屋さんと政治家の仲はとても良し、」
そして、私自身の見解として、土建国家論を説明した上で、田中角栄が数々
の公共事業をめぐる汚職事件に関わっていたこと、現在も公共事業頼みの「何
で、も欲しい病」が蔓延して財政危機を深めていることを指摘した。
その結果、次のような感想が寄せられた。
「授業の初めに田中角栄についてのみんなの感想を開いて、本当の田中角栄
の顔が見えました。先週見たピデオでは、悪いことはしたけれど新幹線をつく
ったりして“すごし、"と思っていたけど、実はそうじゃなかったし、お金を使
って人を動かしたりしてして、“腐った政治の始まりや"と思いました。他の
人の意見・感想を開くことで新たに気づくことや感じることがあり、改めて考
えさせられました」
「“土建国家論"の事を聞いて、地元の静岡がどんなにムダ使いをしている
かよくわかりました。静岡空港の建設には私も反対で、すJ
前に紹介した新潟県出身の学生は、次のような感想、を書いている。
「講義の官頭、先週の感想、などを読んでくださって、いろいろな考えがある
ことを改めて知りました。けれど私は、どうしても田中角栄の道路建設を喜ん
でしまいます。すごく自分勝手なのは承知ですが、新潟市や長岡市ならまだし
も、西山町周辺は本当にどうしようもない悶舎なので、高速道路はすごく便利
です。ストロー効果で私も京都に来ているわけですが、高速道路がなければ、
新潟県はただの山です。客観的に見なければいけないとわかっているのですが、
どうしても地元の自で見てしまいます。私のような人がいるから、この前の衆
議院選挙で田中真紀子が圧勝してしまうんだなと思いました」
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補論2 講義「経済学概論IJで得た新しい知見と小・中・高校における社会
科教育
「経済学概論IJでは、次のようなレポート課題を課した。
1.戦後の日本経済のあゆみについて概説した上で、高度成長期(またはバブ
ル経済期)の特徴について述べなさい。
2.小・中学校の社会科教育や高校の歴史(政治・経済)教育と比べて、この
講義で新しく得た知見について具体的に述べるとともに、ノj、.中・高校に
おける社会科教育のあるべき姿についてあなたの意見を述べなさい。
ここでは、第2の課題について、学生たちが書いたものの一部を紹介したい。
まず、小・中学校の社会科教育や高校の地歴・公民教育の問題点についてで
あるが、学生たちの指摘が多かったのは大学受験のための暗記ものになってい
ることである。また、大学受験に必要な科目が減少する中で社会科系科目は主
要五教科の中でも軽視されるようになっていること、そして社会科系科目の中
でも選択制が採用され苦手な分野や受験に不必要な科目は学ばない傾向が強ま
っていること、さらに歴史系の科目では入学試験によく出る古代や中世・近世
に重点がおかれて近・現代がおろそかになっていること、などが指摘されてい
る。
• r小・中・高校での社会科教育を考えたとき、一つ一つの出来事や内容を深
く理解するというよりも、知識を詰め込む授業、勉強になりがちである。受
験のための暗記に偏ってしまい、その時代の背景や歴史的事情、また居や地
域の特色など様々な視点から考えたり、『何故そういったことが起こるの
か』といった疑問を持ち調べてみるというような取り組みが少ないのではな
いかと思う」
・「高校までの社会科の科目は、生徒の中では暗記もので、主要五教科の中で
軽視されている傾向にある。特に『政治・経済』は、受験科目として設けて
いる学校も少なし、」
• r高校での歴史教育は大学受験一色の用語をひたすら詰め込むだけの授業が
展開され、おまけに選択制が採用されていたりして、苦手分野や受験に不必
要な公民などは学ばずに済むようになっていたり、受験で扱われやすい時代
、 ? ， ????
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だけを学んで、近・現代あたりがおろそかになったりと、かなり不十分であ
ったように思う」
また、杜会科教育の問題点を若者の政治的関心の低さと結びつける意見もあ
った。
• r今、選挙の投票率が低いのも、今までの教育がテストのための暗記が中心
であり、政治や経済について関心を持って考える機会が与えられていなかっ
たからではないだろうか」
次に、講義「経済学概論IIJから新しく得た知見として、多くの学生たちは
「金の卵J r公害J r列島改造J rパフゃル経済」などを具体的にあげる一方、ピ
デオを活用した講義によるリアルな感覚を指摘している O
• rあれだけの求人の多さと、その若者たちが地方から都会に就職するための
集団就職列車まで、あったということを初めて知り、驚いた。地方から離れる
時の大きな期待と不安、企業側の歓迎ぶり、若者の奮闘する姿などの映像も
印象的だった」
• r公害問題が深刻伝問題だとは知っていたが、大まかな流れと用語や公害の
おきた地域とその地域ごとに異なった病名の暗記というくらいの、今から思
えば非常に薄っぺらな授業しか受けてこなかったので、今回のビデオを見る
まではここまで問題が深刻だとは思っていなかった。また、企業債IJに対して
も、まさかこんなにまで、悪質で、あったとは思ってもいなかった。繁栄のため
なら病気が蔓延しても構わないとでも思っていたのだろうか。全く、なんと
も怒りを押さえがたい」
・「田中角栄をとりあげた固では、日本全国を新幹線で結ぶなどという大それ
た計画があったことを知って驚き、また今日の派閥政治や地方への利益誘導
などの悪しき慣習を作った張本人ということで、印象はずいぶん変わった」
• r“バブル"“パフツレ"と言葉だけが先行して、いまいちその要因や崩壊まで
の過程を理解していなかったが、その概観を見ることができ、プラザ合意と
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いうものがどれほど日本経済に衝撃を与えたのか、パフツレ経済の発端を知る
ことができたJ
・「講義から新しく得た知見というのは、大学入学以前の歴史教育の主体であ
る教科書と資料集を延々読み続け、用語や歴史的事柄をただ丸暗記するとい
う、その先に控えた受験を意識した学習方式ではなかなか掘み取ることがで
きなかった立体的でリアルな歴史、そのとき生きていなければ容易に知るこ
とのできない歴史的事実の周辺を取り巻いているわれわれ一般国民の生活風
景などを知ることができたことである」
そして、小・中・高校における社会科教育のあるべき姿については、イメー
ジがわきやすいピデオを活用する一方、生徒たち自らが調べてきたことを発表
し議論させる場を設けることにより、自分の頭で考える力を身につけることを
提言している。
• r私がこの講義で新しく得た事は、『実際の映像を見ることは、臨場感溢れる
当時の様子が伝わってきて、おのずと自分の思う事が出てくる』ということ
だ。中・高の歴史の勉強には『教科書を読んでもイメージがわきにくい』
『授業は眠い~ w教科書は時代が前後して流れがわからない』という事を私
は感じていた。しかし、この講義で映像を見て学んで、時代の流れがよくわ
かり、当時の雰囲気が伝わり、新鮮で面白くて飽きることはなかった。実際
の映像は、今まで受けてきた教科書からの文字だけのイメージとは全く違う
ものを訴えかけてきた」
・「歴史は振り返って、もう一度そっくり同じ状況をつくり体験してみるとい
うことなど決してできないが、ょくできたビデオ教材にはそれに匹敵する効
果があると思う。せっかくこのような素晴らしいメディアが発達しているの
だから、大いに活用すべきであると思う」
・「映像で印象に残るものにすること、歴史的事実を知った上で、どうしてその
ようになったのかという背景を考えること、そして自分の意見をもち意見交
換ができる場をつくることが、小・中・高校における社会科教育にも必要で
あると思った」
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• r小・中・高校における社会科教育のあるべき姿について私が思うところは、
まず事実を正確に伝え、そして皆で議論する場を設けるというのが、よりよ
い方法ではないかと考えている。事実を正確に伝えるというのは、社会科や
歴史の授業の中であまり重要視されていない戦後史の部分をむしろ重点的に
教え、その中に出てきた歴史的事実や用語については生徒に調べさせるよう
にして、知識の一方通行にならないように注意する。受験では何年に何がお
こったとしづ事実の暗記だけが重要視されるが、そのような表面的な知識で
は伝く、考える力を養うことが社会科教育では大切であると思う。そのため
に必要なのが議論の場である。歴史的な事件や、また現在おこっている問題
などから具体的にテーマを決めて、それについて調べて発表する。その後、
皆で議論をかわしてテーマに対する理解を深める」
・「社会科教育については、ただ知識を詰め込むばかりでなく、自分で考えて
答えを見つけることが大事だと思う O 社会に対する日を養い、自分の頭で考
える力を身につけることは、これからの人生にとって大きなプラスになるは
ずだ、と私は考えている」
• rこれからの社会科教育については、やはり真実を教えるべきだと思う。真
実といっても歴史は視点を変えることによって悪と正義が逆転するという特
殊な教科であるため、どちらか一方についてしまうと敵対するものが悪にな
ってしまう O 教師が偏った教え方をすると生徒にもそれが伝達してしまう、
大変難しい教科だと思う。しかし、その表裏一体な特性を利用して、クラス
を二分させてデイベートを行う授業は楽しいのではないかと思う」
以上が、私が学生たちのレポートを読んでの要約である。
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